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このマニュアルでは、次の定義と略語を使用している。

知識体系 (BoK: Body of Knowledge)
特定のカリキュラムにおける学習成果
（LO）を説明するリソース。カリキュ
ラムごとに BoKが提供される。

buildingSMART
国際標準の策定と適用を通じて、建
設資産に関係する産業の変革を推進
する活動を行う、国際的な非営利
団 体 で、 国 際 機 関 (buildingSMART 
Internationalを参照 )と支部の両方を
指す。

buildingSMART International (bSI)
国際的に活動する buildingSMARTの支
部、国際メンバー等を調整、管理、お
よび指揮する国際機関。

支部（チャプター）
buildingSMARTの取り組みを実現する
ための、国あるいは地域単位で活動す
る組織。

運営委員会
プロフェッショナル認証に関するプ
ロ グ ラ ム の 構 築 を buildingSMART 
Internationalから委任された国際的な
委員会。

カリキュラム
ドメイン (例：ベーシック、ファシリ
ティマネージャ編 )ごとに学習コンテ
ンツを編成したもの。各カリキュラム
は、25～ 30個の学習成果（LO）、知
識体系（BoK）、設問データベースによっ
て定義される。

基礎編
buildingSMARTプロフェッショナル認
証の第 1レベルで、主に「知識と理解」
を問う形式で、基本的な理解レベルを
認定する。

学習成果フレームワーク (LOF)
基礎編が準拠する、モジュールや個々
の学習成果（LO）の全体。

学習成果 (LO)
基礎編の学習成果フレームワーク
（LOF）において、各モジュールを構成
する個々の学習目標。

モジュール
5~7つの個別の学習成果（LO）を含む
カリキュラムのサブセット。

実践編
buildingSMARTのプロフェッショナル
認証の第２レベルで、応用学習と実践
的な専門知識を含む総合的なレベルの
スキルを認定する。

プロフェッショナル認証
個人の学習と資格をサポートする
buildingSMARTのプログラム。ここで
は「プログラム」とも呼ぶ。

プログラム
「プロフェッショナル認証」を参照。

プロバイダ
buildingSMARTの国際機関または支部
によって承認・登録されたトレーニン
グ組織。

認証プラットフォーム
認証試験で使用するオンラインプラッ
トフォーム。

設問データベース
認証試験で使用する問題と回答のリス
ト。

設問レビューツール (QRT)
buildingSMART International が 各 支
部およびワーキンググループ向けに開
発した、試験問題を評価および承認す
るためのオンラインツール。

受講者
認証試験を受けようとする個人。

用語と略語
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このドキュメントについて
このドキュメントは buildingSMART プロフェッショナル認証－基礎編の詳細を
まとめたシリーズの一部です。全シリーズで、buildingSMART支部、プロバイダ、
および受講者へのガイダンスの提供を目的として、プログラムの構成、用語、条
件を説明しています。

このシリーズは大きく以下の 4つのドキュメントのセットで構成しています。

プログラムの拡大に合わせて、さらに文書を追加する可能性があります。

プロフェッショナル認証－基礎編

プログラムの概要

作成者： bSIプロフェッショナル認証運営委員会
編集者： bSI プロフェッショナル認証運営委員会
日本語版： 一般社団法人 buildingSMART Japan 2022年 2月
ドキュメントリファレンス：bSI_PCERT-F_Doc 2.1

バージョン：2.0（2021年 4月発行）
連絡先： education@buildingsmart.org

1. ポリシー・プロセス

2. コミュニケーション

3. ガイドライン

4. ラーニングコンテンツ
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まえがき
近年、世界中でビルディング・インフォメーション・モデリング（BIM）の導入
が急速に進んできました。
しかし、プロセスと基本的な用語や概念への定義が不十分で、まだ多くの混乱が
生じています。BIMプロジェクトを実際に管理して実行するプロフェッショナル
の間でも大きな能力差があります。

BIMの導入を成功させるためには以下が必要です。

・標準化された用語とプロセスへの合意
・個人の能力を測るための基準と仕組み

デジタルを活用した業務の国際規格（ISO19650シリーズなど）の公開は、グロー
バルな言語と、明確に定義された情報管理過程の実現に大いに貢献しました。
buildingSMARTはこのような規格の創造と採択をサポートする、プロフェッショ
ナル認証をその中核として位置付けています。建築資産業界でデジタルを活用
した業務の創造と解決を進めるリーダーとして、buildingSMART は公開された
BIMを明確に定義し適用します。

buildingSMARTプロフェッショナル認証は、能力の保証に関するグローバルな基
準を提供します。
プログラムは既にグローバルな業界で大きな影響力を持っており、デジタルの活
用を取り入れている建設資産業界のプロフェッショナルたちが大いに参考にして
います。雇用主が BIMプロフェッショナルを採用する過程を助け、クラアイア
ント団体が能力ある BIMプロジェクトデリバリーチームと契約する際の透明性
を高めます。

全ての buildingSMARTの先行事例と同様、プロフェッショナル認証の成功は、
業界の人々にどれくらい参加してもらえるのか、その参加率にかかっています。
地域においてプロフェッショナル認証をどのような方向性で展開するのが一番良
いのか、支部内で検討した上で進めてください。方向性には、例えば国際的スポ
ンサーなのか、地域のパートナーなのか等が考えられます。
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第 1 部
はじめに
プロフェッショナル認証は、国際的に
標準化され、認知された研修プログラ
ムを提供するトレーニング組織をサ
ポートします。bSIは、今までもこれ
からも、研修を提供する団体にはなり
ません。

bSI は研修そのものを提供しませんが、
以下のようなグローバルな学習の枠組
を提供します。

1 BIM研修の内容の基準作りをサポー
トする。

2研修機関が登録する仕組みを提供す
る。

3 これらのトレーニングを受ける個人
に対し、試験の実施と資格の認証を
可能にする。

加えて、プロフェッショナル認証は以
下のような利点があります。

4 国際的な基準、プロセス、最も良い
方法の実施を促進する。

5 buildingSMARTの基準と解決策を促
進する。

6 グローバルブランドとして品質を保
証する。

7  buildingSMARTの支部と国際本部
の収入を作る。



図 1 buildingSMART プロフェッショナル認証
の 2つのスキル・レベル (Blooms分類法を参
照 )

プロフェッショナル認証
- 基礎編
知識中心の学習

プロフェッショナル認証 - 
実践編
応用的な学習 /
実践的な専門知識

創造

評価

分析

応用

理解

知識

4

1.1  対象
プロフェッショナル認証は 2種類の学
習段階に分かれます。
レベル１は最初にリリースされた基礎
編で、知識ベースの学習に焦点を当て
ています。
基礎編はノルウェーで成功した
buildingSMARTのコースをもとに開発
されました。2017年９月、このプロ
グラムは正式に bSIからリリースされ、
世界中の支部で採択されています。

レベル２は実践編で、応用的な学習と、
個人の実践的な経験を含めた包括的な
アプローチに焦点をあてています。

実践編の認証は、ISO17024に準じた
真の認証プログラムと位置づけてお
り、2022年までにリリースする予定
です。

現状では基礎編に重点をおき、本資料
を作成しています。
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第 2 部
基礎編

2.1  内容の開発 2.2 プロバイダ登録プロフェッショナル認証ー基礎編 は以
下の 3つの領域を取り扱います。

・内容の開発
学習成果と関連する資源について定
義する

・プロバイダ登録
プロバイダ登録を検証する手順

・オンライン試験
認定研修を受講中の個人に対する試
験と認証

プロフェッショナル認証ー基礎編 は複
数のカリキュラムで構成され、現在は
９つのカリキュラムがあります。（図２
参照）
ベーシックカリキュラムはプロフェッ
ショナル認証の基礎であり、全ての支
部において採択が必須です。それ以上
に拡充するかどうかは支部の自由で
す。全てのカリキュラムは以下の３点
で構成します。

1 学習成果フレームワーク（LOF）
コースの学習目的を定義する

2情報体系（BoK）
特定のカリキュラムにおいて、学習
成果を出すための知識を提供する情
報源。（知識体系はプロバイダがト
レーニング内容を開発する際の重要
な参考資料です）

3 設問データベース
受講者が試験に利用する認証プラッ
トフォーム上に設定されます。独自
の設問を設定する支部は、内容の中
核となる部分を変えることはできま
せん。しかし、自国の基準や要求を
満たすため独自の内容を加えること
ができます。
拡張カリキュラムのトレーニングを
提供するプロバイダは、ベーシック
カリキュラムも提供しなければなり
ません。

認定トレーニングを提供するプロバイ
ダは自国の支部に申請する必要があり
ます。トレーニングを提供する団体は、
以下の４つの過程で認証されます。ト
レーニングの認定は支部もしくはその
代表者が行います。プロバイダは認定
に際して必要な料金を支払います。認
定されたトレーニングの有効期間は２
年です。

１ 同 様 に、 エンド ユ ー ザ ー の 視 点 で み れ ば、 基 礎 編 で 追 加 の カリキュラム の 認 証 を 受
けた い 受 講 者 にとっては、 基 本カリキュラムは 必 須である。

２ b u i l d i n g S M A R T  I n t e r n a t i o n a l は、 プ ロ バ イダ 登 録 費 用と試 験 費 用 に 関して 幅 を
設 けている。こうすることで、 支 部 は 地 域 の 経 済 状 況 を 反 映した 上で、 決 められ た 範
囲 の 中で自由 に 費 用を設 定できる。
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図 2：buildingSMART プロフェッショナル認証―基礎編カリキュラムプラン

Curriculum

Module Module Module Module Module

Per Curriculum
カリキュラム

5 Learning
Outcome Modules

5つの学習成果
モジュール

Per Module
5-7 Learning Outcomes

モジュール毎に5～7の
学習成果単位を含む

Per Learning Outcome
5-10 Questions
In total 150-300
Questions per Curriculum

学習成果毎に5～10の
質問
カリキュラム毎に150～
300の質問

図３：カリキュラムの構造
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上記は基礎コースの認定証

7

2.3  認証
bSIのプロフェッショナル認証を受け
たい受講者は、bSIが認定するプロバ
イダが提供するトレーニングの受講を
完了しなければなりません。トレーニ
ングが完了すると、受講者は試験を受
ける資格を得られます。

試験と合格認証はオンラインの認証プ
ラットフォーム上で行います。

この試験は選択式問題で構成し、30分
で終わる試験です。試験が終了した直
後に、受講者は結果を知ることができ
ます。合格すると、受講者にデジタル
認証証が発行されます（受講者の名前、
プロバイダ名、個別 ID、日付などが含
まれます）。デジタル認証証は印刷も共
有も可能です。

２ b u i l d i n g S M A R T  I n t e r n a t i o n a l は、プロバイダ 登 録 費 用と試 験 費 用 に 関して幅を設 けている。
こうすることで、 支 部 は 地 域 の 経 済 状 況を反 映した 上で、 決 められ た 範 囲 の 中で自由 に 費 用を設 定できる。



上記はオンライン認証プラットフォーム (https://qualification.buildingsmart.org/)
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第 3 部
学習成果フレームワーク

3.2  学習成果フレームワーク3.1  方法論と構造 3.4  知識体系

3.5  目的と使用法

プロフェッショナル認証は、学習にお
ける要求レベルを分ける、ブルーム分
類法を活用しています。

基礎編は BIMにおける基本的な知識の
みを要求します。知識と学習に関して
は、ブルーム分類法でレベル分けされ
ています。

実践編は、より応用的な学習レベル（応
用、分析、統合、評価）です。

学習成果フレームワーク (LOF)とは、
プロフェッショナル認証ー基礎編 の中
心となる構成要素です。基礎編におけ
るそれぞれのカリキュラムは最低 25
～ 30の学習成果 (LO)があります。

LOは、トレーニングで伝えるべき最
低限の学習内容を定義します。プロバ
イダのトレーニングが認定されるため
の枠組でもあります。

そして、LOは個人の試験と認証の基
本です。

ベーシックカリキュラムのコースは 28
の LOがあります。（附属書 Aを参照）

知識体系 (BoK)は、カリキュラム毎に
作られます。これは学習のための教材
ではなく、特定のカリキュラムに対す
る学習成果と設問内容を確認するため
の参考資料です。
支部は BoKを翻訳して自国の研修プロ
バイダに提供することができます。

プロバイダは、トレーニングの内容を
作成するために、LOFを使用するとよ
いでしょう。しかし、LOだけでトレー
ニングを構成できるわけではありませ
ん。LOFは最低限の学習内容を表した
ものです。また、トレーニングは LO
に加えて他の内容をカバーすることが
期待されています。LOF以外をカバー
する研修の時間としては、6時間以内
を推奨します。トレーニングは 16時
間以上で認定されます。

3.3  設問データベース
各カリキュラムに対して最低 150の設
問が用意されています。設問集の内容
は設問プラットフォームで使われ、基
礎編の試験の際は、その中からランダ
ムに選ばれた設問が使われます。

LO は、認定研修がそのコースで伝える最低限の学習内容を
定義し、申込者のコースが評価され認定されるための枠組
である
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附属書 A
プロフェッショナル認証ー基礎編
学習成果 ーベーシックカリキュラム

1 BIM とは何か、なぜ必要なのかを
理解し、その特定の用語を認識す
る

1.1 BIMの推進要因の定義
1.2 BIMの定義
1.3 主要な BIM用語の確認と定義
1.4 ISO 19650-1 に従って、成熟度の
段階を把握する

1.5 情報モデルを構成するものを定義
する

2 従来のプロジェクト提供と比較し
た場合の BIM の利点を認識する

2.1 コラボレーションと新しい作業方
法が必要な理由を理解

2.2 不十分な情報管理がプロジェクト
に与える影響の確認

2.3 不十分な情報を軽減するために策
定されたプロセスと標準を確認す
る

2.4 設計および建設のプロフェッショ
ナルにとっての BIMのメリットの
確認

2.5 施設の所有者と運営者にとっての
BIMの利点を確認する

3 ISO 19650 シ リ ー ズ に 従 っ た、
BIM によるプロジェクト情報管理
を理解する

3.1 発注者が要件を明確に定義する必
要がある理由を理解する

3.2 BIM実行計画 (BEP) の内容と価値
の理解

3.3 一貫した情報交換が必要な理由を
理解する

3.4 共通データ環境 (CDE) を使用する
主な要素と利点の確認

3.5 明確に定義された情報管理の役割
がなぜ必要なのかを理解する

3.6 受注前に潜在的なサプライ・チェー
ン・メンバーを評価する必要があ
る理由を理解

4 オ ー プ ン で 相 互 運 用 可 能 な ソ
リューションの必要性を認識する

4.1 buildingSMARTとは何か、どのよ
うな活動をしているのかを把握す
る

4.2 独自のソリューションを使用する
場合と比較した、openBIMとその
メリットの定義

4.3 IFCとは何か、そのメリットを知る
4.4 MVDとは何か、そのメリットを知
る

4.5 IDMとは何か、その利点を知る
4.6 bSDDとその利点を知る
4.7 BCFとは何か、その利点を知る

5 組織内の BIM 能力の条件と評価
方法を理解する

5.1 企業が BIMを採用することによる
潜在的なメリットを理解する

5.2 組織の BIM成熟度を定義する要因
を理解する

5.3 組織の目標に合わせて BIMを採用
する必要がある理由を理解する

5.4 BIM導入のメリットと課題の確認
5.5 BIMを採用することで、データセ
キュリティにどのような影響があ
るかを把握する



For further information on our sponsorship package please contact:

Or visit: 




